
｢低次元系の磁場効果,分数統計,量子スピン系等の諸問題｣

quantumHalleffect(FQHE)andanyonsuperconductivity.Bothofthesephenomenaare

explainedbythecondensationsofthesevortices.Itisclarifiedthattheanyonsystems

becomeincompressible(FQHE)orcompressible(anyonsuperconductivity)dependingontheir

statistics.ThehierarchyoftheFQHEisalsomadeexplicit.

i-tJ-Jモデルにおけるホールの運動
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反強磁性体中のホールの運動を数値的対角化の方法で調べた.i-Jモデルに,第2近接 トランスファ

ー(t')と第3近接 トランスファー(t〝)の効果を取 り込んだ系(i-t′-t〝-Jモデル)を用いる｡

20サイトまでの格子を扱い,周期的境界条件のもとで状態を全運動量(k)で分類する｡得られた主な

結果を以下にまとめる｡

(i-Jモデル)18,20サイ トの計算から次の結果が得られた｡

(1)i>o･05で,1ホールの基底状態は - 3ルスピンS-i,k～(号,チ )である.
(2) 2ホールの基底状態はS-0,k-(0,0)で縮退していない.

(i-i'-i〝-Jモデル)16,18サイ トの計算から次の結果が得られた.

(1) 1ホールの基底状態はS-与 であり,t,,t〝の値によって,k～(号,‡ ),(0,冗),(打,打),

(0,0)のいずれかになる｡

(2) 2ホールの基底状態はS-0であり,ほとんどのt′,t〝の値に対してk-(0,0)であるo

(3)ホールを2個入れたときの結合エネルギーのt′,t〝依存性を調べると,1ホールの基底状態の運動

量が変化するところで急激に変化している.特に,1ホールの基底状態がk-(汀,冗),(0,0)のと

き,最もホールの結合に適していない｡

(4) ホール4個に対する結合エネルギーを計算すると, i′,t〝の符号によっては正の値になり,ホール

の相分離に対して安定化される｡

競合する相互作用をもつ1次元量子スピン系の基底状態
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互いに競合する,強磁性的な最近接相互作用と反強磁性的な第2近接相互作用をもつ1次元S-
1/2ハイゼンベルグスピン系を考え,この系の基底状態を調べる｡- ミル トニアンは,周期的境界

条件を仮定して
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